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講演題目 

日本・トルコ 100 周年記念事業に備えた「特別講義」企画 

研究の目的、成果及び今後の展望 

本研究の目的は、日本とトルコが国交樹立 100 周年を迎える 2024 年度にその周年事業として、両

国の友好関係の発展に寄与する企画の検討と準備である。まずは国際関係学部及び国際関係学研究科

の学生及び教員を中心とする本学の関係者がトルコに対して広い関心を持ち、トルコ情勢やトルコの

国際関係について理解を深めるためにトルコ人研究者との知的交流の場を設けた。ここではその一部

を紹介したい。 

ひとつは、国際関係学研究科附属広域ヨーロッパ研究センター研究会「2023 年トルコ大統領選挙と

その影響」である。広域ヨーロッパ研究センター研究員としてもご協力いただいているギュン・クッ

ト氏（ボアジチ大学教員）から、2023 年５月のトルコ大統領選挙とその影響についてご報告いただき、

活発な意見交換を行なった。その選挙でエルドアン大統領の実質的な３期目がスタートした。決選投

票にもつれ込み、90％近い高投票率で僅差によるエルドアン勝利であったが、自由公正な選挙とは言

えない実態であったことが明かになっており、投票しなかった有権者が投票していれば敗北した可能

性が高かったと言われる。2017 年憲法改正で大統領権限が一層強化され、与党が圧倒的議席を獲得で

きる選挙の仕組みの下で行われる選挙で、これまでもエルドアンが当然の勝利を得ていった。憲法は

大統領の任期を 5年 2期までと規定しており、第１期 2014―2018 年、第２期 2018～2023 年をつとめ

たエルドアンは３期目に立候補できないはずであった。しかし、任期の数え方について「改憲後」の

最初の選挙から数えるとの司法判断が示されてエルドアンの再選が確定。実質的な３期目（任期 5年）

が 2028 年 5 月まで続くこととなった。このような選挙後のトルコ政治の動向や国民感情について議

論を行った。他に、国際関係学研究科附属広域ヨーロッパ研究センター主催の特別講義「1973 年のオ

イル・ショックと冷戦」（1973 Oil Crisis and the Cold War）も実施した。エネルギーをめぐる国

際政治がご専門のジェム・デニーズ・クット氏（イスタンブール・ビジル大学元非常勤講師）に、1973

年のオイル・ショック以降、原油が国際政治に大きな影響を与える武器となり金融市場を揺るがせた

歴史、トルコ、OPEC、米国、ソ連、中東地域および世界に与えた影響についてお話しいただいた。 

トルコ人の視点から考察されたトルコの政治的動向や国際情勢を学ぶ機会は大変貴重である。今後

は交流する専門分野を広げていくことを意識しながら、2024 年の周年事業企画についてトルコ人専門

家の方々との研究交流の協議を行う予定である。 

 


